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令和６年度いせはら男女共同参画フォーラムを開催しました 

講演の要旨と受講者の感想をお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演の要旨 ２０１６年に放送されたＴＢＳテレビ系の人気

ドラマ｢逃げるは恥だが役に立つ｣(以下、逃げ恥)を題材に、主

に次のテーマについての話がされました。 

■家事労働の評価 逃げ恥では、専業主婦の家事労働を｢無償ケア労働｣(賃金が発生しないが社

会に必要な労働)として可視化し、その価値が問い直されました。愛情や感情によって家事労働

が過小評価される現状を、新垣結衣さん演じる主人公の森山みくりは｢好きの搾取｣と表

現し、法律上の結婚に異議を唱え、星野源さん演じる津崎平匡を、家庭という仕事場

の｢共同経営者｣であるとして、最適な家事分担を考えました。 

また、家事労働の価値を「機会費用法」に基づいて評価し、もし外で働いて

いたら得られた収入を基に、家事労働の月給を１９．４万円と算出しました。 

■夫婦の形と多様性 従来の｢夫は仕事、妻は家庭｣という固定観念からの脱却を促すだけでな

く、共働きや事実婚、同性婚などの多様な夫婦の形が逃げ恥では描かれました。それを踏まえ、

現在も国で議論されている選択的夫婦別姓問題といった法制度の課題が提起されました。 

■男性の育児参加 男性の育児休業取得の重要性が強調され、育児は｢サポー

ト｣ではなく｢共同作業｣という認識が広まっています。また、国内の先進的な

企業を紹介し、男性の育児参加は女性の社会進出を促進するだけでなく、男

性自身の働き方や意識の改革にも繋がると力説されました。 

■ステレオタイプの解消 ｢男らしさ｣｢女らしさ｣といった固定観念が個人の生き方や可能性を

制限している現状を指摘しました。逃げ恥では、これを｢呪い｣と表現し、メディアやテレビ広告

がステレオタイプを助長していることに対して警鐘を鳴らし、意識改革の必要性を訴えました。 

■社会全体での支え合い 女性の活躍のためには男性の意識改革と行動変容が不可欠であり、育

児は夫婦だけでなく社会全体で支えるべきと強調されました。ステレオタイプを解消するための

ワークショップの実施やテレビ広告におけるステレオタイプ規制の重要性も語られました。 

受講者の感想 印象に残ったのは、｢ステレオタイプ(先入観、固定観念、思い込み)｣や｢アンコ

ンシャスバイアス(無意識にもつ偏見)｣に関するお話です。男女共同参画には、女性だけでなく

男性の役割も重要になります。長年の蓄積の中で、｢男性は家事や育児をしなくてもよい｣という

考えが、私自身や家族の中にもあったことに気づき、それを是正することがワークライフバラン

スの実現に繋がると理解しました。講師が強調した｢言論より行動｣の重要性、そうした動きが社

会に変化をもたらす力になることを期待しています。 
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４月１日～３０日は｢若年層の性暴力被害予防月間｣です 

 ４月は進学・就職等に伴い若年層の生活環境が大きく変わり、性犯罪・性暴力の被害にあうリ
スクが高まる時季です。 

 若年層を狙った性犯罪・性暴力は、その未熟さに付け込んだ
重大な人権侵害であり、決して許されるものではありません。 

望まない性的な行為は、性暴力です 
 いつ、どこで、だれと、どのような性的な関係を持つかは、

自分で決めることができます。 
 一方で、１０歳代・２０歳代に対する性暴力の手口が巧妙に

なっています。 
 睡眠薬などの薬を飲み物や食べ物に混ぜたり、お酒を飲ませ

て酔わせたりして、意識をもうろうとさせ、抵抗できない状況
にしてから、体を触ったり、性的な行為をしたりするケースが

あります。 
 また、｢モデル・アイドルになりませんか｣と声をかけられた

り、高収入のアルバイトに応募したところ、同意していない性
的な行為等の写真や動画を撮影されてしまうこともあります。 

 自撮り画像を勝手に掲載されるなどの、ＳＮＳを利用した性
被害もあります。 

もしかして｢デートＤＶ｣かも 
 デートＤＶとは、交際相手からの暴力のことです。体に傷を負わせる行為だけでなく、メール

や服装のチェックなど、自分の意志を制限するような言動によって苦痛を感じたら、被害に遭っ
ている可能性があります。 

一人で悩まず、まずは相談を 
辛い、苦しいと感じたら、一人で悩まずに、まずは電話でご相談く

ださい。相談は無料で、相談者の秘密は固く守られます※緊急の場合
は、１１０番または最寄りの警察署へご相談ください 

相談窓口 

相談窓口 電話番号等 相談日・相談時間 

 

性暴力に関するＳＮＳ

相談 

Ｃｕｒｅ ｔｉｍｅ 

チャット 

※ＱＲコードよりご利用ください。 

   

 

毎日 午後５時～午後９時 

かながわ性犯罪・性暴力被害者ワンス

トップ支援センター｢かならいん｣ 

＃８８９１（はやくワンストップ） 

（０４５－３２２－７３７９） 
２４時間対応 

相談電話｢性犯罪１１０番｣ 
＃８１０３（ハートさん） 

（０１２０－３８－８１０３） 
２４時間対応 
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【編集後記】 

今回の講演では夫婦関係がメインで語られましたが、

ドラマの中では、｢独り身にも、もっと優しい社会になって

ほしい｣｢僕みたいな、一人で生きる人間もいるってことで

す｣という言葉が引用され、｢独身というダイバーシティ(多

様性)｣という考え方が示されました。様々な価値観を許

容し、誰もが自由で、幸せに生きることができる社会の実

現も必要なのではないかと感じました。 

 

令和７年度の啓発ポスター(内閣府作成） 


